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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一の端末と第二の端末との間の通信を無線通信手段を介して中継する無線通信制御局
であって、
　前記第一の端末と前記第二の端末とを直接通信させるように指示する直接通信要求生成
指示を生成する直接通信要求生成指示部と、
　前記直接通信要求生成指示を前記第一の端末に送信する直接通信要求生成指示送信部と
を有することを特徴とする無線通信制御局。
【請求項２】
　前記第一の端末に送信した前記直接通信要求生成指示に応じて前記第一の端末から送信
される直接通信要求を前記第二の端末に送信することを特徴とする請求項１に記載の無線
通信制御局。
【請求項３】
　前記第一の端末と前記第二の端末との間の所定時間あたりの中継パケット量を監視する
転送量監視部を更に有し、
　前記直接通信要求生成指示部は、前記所定時間あたりの中継パケット量に応じて前記直
接通信要求生成指示を生成することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の無線通信
制御局。
【請求項４】
　所定時間内に中継する全データ量を計数するデータ量加算手段を有し、
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　前記転送量監視部は、前記データ量加算手段の計数結果に応じて監視を開始することを
特徴とする請求項３に記載の無線通信制御局。
【請求項５】
　該無線通信制御局を介して通信する端末台数を検出する端末台数検出手段を有し、
　前記転送量監視部は、検出された前記端末台数に応じて監視を開始することを特徴とす
る請求項３に記載の無線通信制御局。
【請求項６】
　前記直接通信要求生成指示部は所定時間あたりの中継パケット量が最も大きい端末間を
直接通信させるように指示する直接通信要求生成指示を生成することを特徴とする請求項
４又は請求項５に記載の無線通信制御局。
【請求項７】
　前記第一の端末と前記第二の端末との間の通信エラーを計数する通信エラー計数手段を
有し、
　前記直接通信要求生成指示部は所定期間における前記通信エラー数に応じて前記直接通
信要求生成指示を生成することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の無線通信制御
局。
【請求項８】
　他の端末を特定する端末特定情報を含む直接通信要求生成指示を制御局より受信する直
接通信要求生成指示受信部と、
　前記直接通信要求生成指示を受信した場合に、直接通信要求を端末特定情報で特定され
る端末へ、前記制御局を介して送信する直接通信要求送信手段とを有することを特徴とす
る無線通信端末。
【請求項９】
　第一の端末と、
　第二の端末と、
　前記第一の端末と前記第二の端末との間の通信を無線通信手段を介して中継する無線通
信制御局と、を備えた無線通信システムであって、
　前記無線通信制御局は、
　前記第一の端末と前記第二の端末とを直接通信させるように指示する直接通信要求生成
指示を生成する直接通信要求生成指示部と、
　前記直接通信要求生成指示を前記第一の端末に送信する直接通信要求生成指示送信部と
を有し、
前記第一の端末は、
　前記第二の端末を特定する端末特定情報を含む直接通信要求生成指示を制御局より受信
する直接通信要求生成指示受信部と、
　前記直接通信要求生成指示を受信した場合に、直接通信要求を前記第二の端末へ、前記
制御局を介して送信する直接通信要求送信手段と、を有することを特徴とする無線通信シ
ステム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信トラフィックを改善することができる無線通信システム、制御局および
端末局に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１３は、従来の一般的な無線LANシステム（IEEE802.11b/a）における制御局（基地局
：アクセスポイント：Access Point）AP300の機能構成を示すブロック図である。従来の
制御局300は、図示しない無線受信部からデータパケットが供給されるパケット入力40と
、プロセッサ20とパケットの送受信を行うパケット送受信回路30と、パケットを図示しな
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い無線送信部に供給するパケット出力50とを備え、端末局間の通信を中継する機能を有し
ている。
【０００３】
　プロセッサ20は、パケット送受信回路30から供給されるパケットのフォーマットを解析
するパケット解析部22と、端末局から送信されるダイレクトリンク（DL）リクエスト等を
処理する通常DLプロトコル処理部23とを含む。
【０００４】
　図１４は、従来の一般的な無線LANシステムにおける端末局STA401,402の機能構成を示
すブロック図である。従来の端末局401,402は、図示しない無線受信部からデータパケッ
トが供給されるパケット入力80と、プロセッサ60とパケットの送受信を行うパケット送受
信回路70と、パケットを図示しない無線送信部に供給するパケット出力90とを備える。
【０００５】
　プロセッサ60は、パケット送受信回路70から供給されるパケットのフォーマットを解析
するパケット解析部63と、制御局300から送信されるダイレクトリンク（DL）リクエスト
等を処理する通常DLプロトコル処理部64と、制御局300に送信するダイレクトリンク（DL
）リクエストを生成する通常DLプロトコル起床部62とを含む。
【０００６】
　一般的な無線LANシステムのアドホックモードでは、端末局STA♯1（401）と端末局STA
♯2（402）は制御局を介さずに直接通信できるが、制御局AP300とは、別のネットワーク
となるので、制御局AP300と通信ができなくなる。そこで、新たな規格のIEEE802.11eでは
、制御局AP300とも通信ができ、かつ端末局STA401,402間でも直接通信できるダイレクト
リンク（DL）プロトコルが提案されている。ダイレクトリンクを確立しない通常の伝送で
は、まず端末局STA♯1から制御局AP300へパケットが転送され、次に制御局AP300から端末
局STA♯2へパケットが転送される。これに対し、ダイレクトリンクを確立する伝送では、
端末局STA♯1から端末局STA♯2へパケットが転送され、ダイレクトリンクを確立しない場
合と比べるとトラフィックが半分となる。つまり、ダイレクトリンク（DL）を確立すると
、制御局及びネットワークのトラフィックが軽減される。
【０００７】
　図１５は、端末局STA♯1（401）と端末局STA♯2（402）が、制御局AP300を介してダイ
レクトリンク（DL）を確立する場合のIEEE802.11eにおける手順を示す。
【０００８】
　端末局STA♯1（401）は、データ通信量が多い場合等に、通常DLプロトコル起床部62に
おいて通常のダイレクトリンク（DL）プロトコルを起床し、通常DLプロトコル処理部64か
ら通常DLリクエストパケット（1:request）を制御局AP300に伝送する。
【０００９】
　制御局AP300では、受信した通常DLリクエストパケットを通常DLプロトコル処理部23で
処理し、端末局STA♯2（402）へ通常DLリクエストパケット（2:request）を伝送する。
【００１０】
　端末局STA♯2（402）では、受信した通常DLリクエストパケットを通常DLプロトコル処
理部64で処理し、通常DLレスポンスパケット（3:response）を制御局AP300に伝送する。
【００１１】
　制御局AP300では、受信した通常DLレスポンスパケットを通常DLプロトコル処理部23で
処理し、端末局STA♯1（401）へ通常DLレスポンスパケット（4:response）を伝送する。
【００１２】
　端末局STA♯1（401）では、受信した通常DLレスポンスパケットを通常DLプロトコル処
理部64で処理し、ダイレクトリンク（DL）が確立される（5:probe）。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　このように従来の手順では、端末局STAから制御局APへダイレクトリンク（DL）を依頼
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することによりダイレクトリンク（DL）が開始されるが、制御局APが主体的に複数の端末
局STAに対してダイレクトリンク（DL）を確立することができない。
【００１４】
　また、ダイレクトリンク（DL）の実行は、端末局STAのアプリケーションに依存するこ
とから、たとえ、端末局STAがダイレクトリンク（DL）を確立する機能を有していても、
アプリケーションによってはダイレクトリンク（DL）を確立しない可能性がある。
【００１５】
　本発明が解決しようとする課題としては、制御局APが主体的に複数の端末局STAに対し
てダイレクトリンク（DL）を確立することができない等が挙げられる。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　本発明の請求項１記載の無線通信制御局は、第一の端末と第二の端末との間の通信を無
線通信手段を介して中継する無線通信制御局であって、
　前記第一の端末と前記第二の端末とを直接通信させるように指示する直接通信要求生成
指示を生成する直接通信要求生成指示部と、
　前記直接通信要求生成指示を前記第一の端末に送信する直接通信要求生成指示送信部と
を有することを特徴とする。
【００１７】
　本発明の請求項８記載の無線通信端末は、他の端末を特定する端末特定情報を含む直接
通信要求生成指示を制御局より受信する直接通信要求生成指示受信部と、
　前記直接通信要求生成指示を受信した場合に、直接通信要求を端末特定情報で特定され
る端末へ、前記制御局を介して送信する直接通信要求送信手段とを有することを特徴とす
る。
【００１８】
　本発明の請求項９記載の無線通信システムは、第一の端末と、第二の端末と、前記第一
の端末と前記第二の端末との間の通信を無線通信手段を介して中継する無線通信制御局と
、を備えた無線通信システムであって、
　前記無線通信制御局は、
　前記第一の端末と前記第二の端末とを直接通信させるように指示する直接通信要求生成
指示を生成する直接通信要求生成指示部と、
　前記直接通信要求生成指示を前記第一の端末に送信する直接通信要求生成指示送信部と
を有し、
前記第一の端末は、
　前記第二の端末を特定する端末特定情報を含む直接通信要求生成指示を制御局より受信
する直接通信要求生成指示受信部と、
　　前記直接通信要求生成指示を受信した場合に、直接通信要求を前記第二の端末へ、前
記制御局を介して送信する直接通信要求送信手段と、を有することを特徴とする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
(実施例１)
　図１は、本発明に係る実施形態における制御局AP100の機能構成を示すブロック図であ
る。本実施例の制御局AP100は、図１３に示した従来の制御局AP300に、帯域監視回路10と
DL依頼APパケット生成部21を追加した構成となっている。
【００２０】
　具体的に、本実施形態の制御局AP100は、図示しない無線受信部からデータパケットが
供給されるパケット入力40と、プロセッサ20とパケットの送受信を行うパケット送受信回
路30（データ通信部）と、パケットを図示しない無線送信部に供給するパケット出力50と
、帯域監視回路10とを備えている。
【００２１】
　帯域監視回路10は、端末局間における所定時間内のパケット転送量を記憶するパケット
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転送量記憶回路13と、所定時間ごとに判定タイミングを生成するとともにパケット転送量
記憶回路13を所定時間ごとにクリアする期間計数回路（タイマー）12と、パケット転送量
記憶回路13に記憶されたパケット転送量が所定のしきい値を超えているかどうかを判定す
るパケット転送量判定回路11とを備えている。
【００２２】
　プロセッサ20は、パケット送受信回路30から供給されるパケットのフォーマットを解析
するパケット解析部22と、端末局から送信されるダイレクトリンク（DL）リクエスト（直
接通信要求）等を処理する通常DLプロトコル処理部23と、パケット転送量記憶回路13に記
憶されたパケット転送量が所定のしきい値を超えている場合に、パケット転送量判定回路
11から発行される通知に応じて、端末局にダイレクトリンク（DL：直接通信）を確立する
ように指示するＤＬ依頼ＡＰパケット（直接通信要求生成指示）を生成するDL依頼APパケ
ット生成部21（直接通信要求生成指示部）とを備えている。
【００２３】
　図２は、本発明の実施形態における端末局STA201,202の機能構成を示すブロック図であ
る。本実施形態の端末局STA201,202は、図１４に示した従来の端末局STA401,402に、DL依
頼APパケット受信・処理部61を追加した構成となっている。
【００２４】
　すなわち本実施形態の端末局STA201,202は、図示しない無線受信部からデータパケット
が供給されるパケット入力80と、プロセッサ60とパケットの送受信を行うパケット送受信
回路70と、パケットを図示しない無線送信部に供給するパケット出力90とを備えている。
【００２５】
　プロセッサ60は、パケット送受信回路70から供給されるパケットのフォーマットを解析
するパケット解析部63と、制御局100から送信されるダイレクトリンク（DL）リクエスト
等を処理する通常DLプロトコル処理部64と、制御局100に送信するダイレクトリンク（DL
）リクエストを生成する通常DLプロトコル起床部62（直接通信要求生成部）と、制御局10
0から受信したダイレクトリンク（DL）リクエストに応じて通常DLプロトコル処理部64に
ダイレクトリンク（DL）リクエストを生成するDL依頼APパケット受信・処理部61（直接通
信要求生成指示処理部）とを備えている。
【００２６】
　図１，２の各ブロックの動作について、以下にフローチャートおよび状態図を用いて説
明する。図３のフローチャートは、本実施形態の制御局AP100におけるプロセッサ20とパ
ケット送受信回路30の動作を示す。また、図６は、制御局AP100、端末局STA♯1（201）お
よび端末局STA♯2（202）におけるダイレクトリンク（DL）の手順を示す。
【００２７】
　図３に示すように、制御局AP100のプロセッサ20とパケット送受信回路30が起動される
と（ステップS11）、パケット入力40にパケットが入力されるまで待機する（ステップS12
）。
【００２８】
　パケットが入力されると、パケット送受信回路30に転送され、プロセッサ20のパケット
解析部22で解析される（ステップS13）。
【００２９】
　例えば、端末局STA♯1（201）から端末局STA♯2（202）へのパケットの場合（ステップ
S14のYes）は、パケット転送量記憶回路13で転送情報を記憶するとともに、パケット送受
信回路30からパケット出力50へ転送し（ステップS15）、さらに端末局STA♯2（202）へ伝
送される。転送情報とは、送受信する端末局STA情報とパケット量である。
【００３０】
　一方、ステップS14において、端末局STA♯1（201）から制御局AP100へのパケットの場
合（No）は、制御局AP100の上位層のアプリケーションへ転送し（ステップS16）、ステッ
プS12に戻り、再び、パケット入力40にパケットが入力されるまで待機する。以上が、プ
ロセッサ20とパケット送受信回路30の動作である。



(6) JP 4439354 B2 2010.3.24

10

20

30

40

50

【００３１】
　引き続き、制御局AP100の各ブロックの動作について、フローチャートを用いて説明す
る。図４のフローチャートでは、制御局AP100の帯域監視回路10の動作を示す。
【００３２】
　帯域監視回路10が起動されると（ステップS21）、期間計数回路（タイマー）12がカウ
ントアップを開始し（ステップS22）、判定タイミングになるまで待機する（ステップS23
）。
【００３３】
　判定タイミングになると、パケット転送量判定回路11が判定を行う。判定方法は、パケ
ット転送量記憶回路13のパケット転送量がしきい値を越えているかを調べる（ステップS2
4）。
【００３４】
　もし、越えている場合（Yes）は、プロセッサ20のDL依頼APパケット生成部21へイベン
トを通知する（ステップS25）。判定タイミングの後、パケット転送量記憶回路13の転送
情報をクリアし（ステップS26）、ステップS23に戻って、再び、判定タイミングになるま
で待機する。以上が、帯域監視回路10の動作である。
【００３５】
　引き続き、制御局AP100の各ブロックの動作について、フローチャートおよび状態図を
用いて説明する。図５のフローチャートは、DL依頼APパケット伝送とダイレクトリンク（
DL）プロトコルについて示す。
【００３６】
　プロセッサ20のDL依頼APパケット生成部21は、パケット転送量判定回路11からイベント
が通知されるまで待機する（ステップS31）。イベントが通知されると（ステップS32のYe
s）、イベント情報から、しきい値を越えた通信を行っている端末局STA（例えば、図６の
端末局STA♯1（201））宛のDL依頼APパケットを生成する。生成したパケットはパケット
解析部22へ転送される（ステップS33）。
【００３７】
　DL依頼APパケットは、パケット解析部22からパケット送受信回路30へ転送され、パケッ
ト出力50から端末局STA♯1（201）へ伝送される（ステップS34、図６の1:AP request：直
接通信要求生成指示）。
【００３８】
　端末局STA♯1（201）では、パケット解析部63においてDL依頼APパケットを解析処理し
、通常DLプロトコル起床部62において通常のダイレクトリンク（DL）プロトコルを起床し
、通常DLプロトコル処理部64から通常DLリクエストパケット（2:request：直接通信要求
）を制御局AP100に伝送する。
【００３９】
　制御局AP100では、受信した通常DLリクエストパケットを通常DLプロトコル処理部23で
処理し、端末局STA♯2（202）へ通常DLリクエストパケット（3:request）を伝送する。
【００４０】
　端末局STA♯2（202）では、受信した通常DLリクエストパケットを通常DLプロトコル処
理部64で処理し、通常DLレスポンスパケット（4:response）を制御局AP100に伝送する。
【００４１】
　制御局AP100では、受信した通常DLレスポンスパケットを通常DLプロトコル処理部23で
処理し、端末局STA♯1（201）へ通常DLレスポンスパケット（5:response）を伝送する。
【００４２】
　端末局STA♯1（201）では、受信した通常DLレスポンスパケットを通常DLプロトコル処
理部64で処理し、ダイレクトリンク（DL）が確立される（ステップS35、6:probe）。制御
局AP100は、ステップS32に戻り、再び、イベントが受信されるまで待機する。以上が、 D
L依頼APパケット伝送とダイレクトリンク（DL）プロトコルについての動作である。
【００４３】
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　図７、図８は、ダイレクトリンク（DL）プロトコルのパケットフォーマットを示す。図
７（１）の通常DLP（ダイレクトリンクプロトコル）requestパケットフォーマットは、図
６の2:request、3:requestのフォーマットであり、Action fieldは0x00と規定されている
。また、図７（２）の通常DLP responseパケットフォーマットは、図６の4:response、5:
responseのフォーマットであり、Action fieldは0x01と規定されている。
【００４４】
　また、図８（１）の通常DLP teardownパケットフォーマットは、ダイレクトリンクを終
了する場合に端末局STAが発行するパケットのフォーマットであり、Action fieldは0x02
と規定されている。また、図８（２）は、本実施形態により制御局100から発行されるAP 
requestのパケットフォーマット（図６の1:AP request）であり、例えば、Action field
は0x03と規定する。
【００４５】
　本実施形態によれば、制御局AP100にダイレクトリンク（DL）の開始を依頼する機能を
追加することにより、制御局AP100における処理負荷を低減させ、通信トラフィックを改
善することができる。
【００４６】
　また、本実施形態は、ハードウェアの変更がなく、ほぼプロセッサ20上のソフトウェア
処理で実装可能な構成としたので、既存のLSIに盛り込むことが可能である。
【００４７】
(実施例２)
　実施例１では、制御局AP100からのダイレクトリンク（DL）開始依頼は、ある一定期間
に、ある一定のデータ量を伝送した端末局STA201,202に対して行われるとしているが、無
線通信帯域の残り資源が、ある一定量以下になった場合に、ある一定期間監視を行い、デ
ータ量の多い端末局STA201,202に対して、制御局AP100からダイレクトリンク（DL）開始
依頼を行っても良い。
【００４８】
　図９は、実施例２の制御局AP120の機能構成を示すブロック図である。本実施例では、
制御局AP120は、帯域監視回路10Aを備え、この帯域監視回路10A内にてダイレクトリンク
の開始を決定する。具体的に、帯域監視回路10Aは、パケット転送量判定回路11と、期間
計数回路（タイマー）12と、パケット転送量記憶回路13と、データ転送量監視回路111と
、期間計数回路112と、データ転送量加算回路113と、を備えている。
【００４９】
　データ転送量加算回路113は、期間計数回路112の期間計数によりある一定期間の間全て
の転送パケットのデータ量を加算していく。そして、期間計数回路112は、期間計数が終
了するとデータ転送量関し回路111に判定タイミング信号を出力する。そしてデータ転送
量監視回路111は、判定タイミング信号に応じて、加算されたデータ量がある一定期間に
伝送可能な最大データ量の例えば80％のデータ量を超えるかどうか監視する。このデータ
転送量監視回路111による監視は、パケットの転送元と転送先の情報を含まないので処理
量は少ない。
【００５０】
　上記監視で、加算量が所定のデータ量を超えた場合には、データ転送量監視回路111は
パケット転送量記憶回路13にパケット転送量記憶指示を送り、図１と同様に、期間計数回
路12によって計数されるある一定期間、パケットの転送元と転送先の情報を含む監視を行
う（この場合は処理量が多い）。この監視によって、パケット転送量判定回路11は、もっ
ともデータ量の多い端末局STAを特定し、その端末局STAに対してダイレクトリンク（DL）
開始依頼を行う。なお、期間計数回路12と期間計数回路112は、同一のものを用いてもよ
い。
【００５１】
　本実施例によれば、伝送帯域のみを監視し、常に各端末局STAのデータ量を監視・記憶
する必要が無く、処理が軽くなる効果がある。
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【００５２】
(実施例３)
　図１０は、実施例３の制御局AP130の機能構成を示すブロック図である。本実施例では
、帯域監視回路10Bが設けられ、この帯域監視回路10Bは、制御局AP130との通信エラーが
増えた場合にダイレクトリンク（DL）開始依頼を行う。この場合、制御局AP130との通信
エラーの判別方法は、通信エラー数加算回路133において、端末局STA♯1→制御局AP→端
末局STA♯2への転送時に、制御局AP→端末局STA♯2転送部分で、端末局STA♯2へ転送した
パケットに対する端末局STA♯2からの応答であるACKが無い場合にエラーと判断し、エラ
ー数を加算する。通信エラー数監視回路131は、その通信エラー数を、ある一定期間監視
し、あるしきい値を超えた場合に、端末局STA♯1に対してダイレクトリンク（DL）開始依
頼を行う。
【００５３】
　これによる効果としては、伝送エラーによる再送が制御局APを経由しなくなるので、ト
ラヒックが軽減される。また、端末局STAと制御局APが離れているためにエラーが発生し
ていた場合には、端末局STA同士の通信に切り替えることで端末局STA同士の距離が近けれ
ばエラーが発生しなくなる。
【００５４】
(実施例４)
　図１１は、実施例４の制御局AP140の機能構成を示すブロック図である。本実施例では
、帯域監視回路10Cが設けられ、この帯域監視回路10Cは、ネットワークに参加する端末局
STAの台数が増えた場合にダイレクトリンク（DL）開始依頼を行う。
【００５５】
　端末局STAはアソシエーションという手順で制御局APが管理するネットワークに参加す
る。したがって、制御局APは、端末台数検出回路143において、端末局STAが何台ネットワ
ークに参加しているかを把握している。例えば、制御局STAに端末台数をカウントするカ
ウンターレジスタと比較レジスタと比較器を用意し、端末局STAが制御局APにアソシエー
ションをしたときに、カウンターレジスタの値を１つ加算するように構成する。そして、
カウンターレジスタの値と、予め設定された比較レジスタの値（例えば１０）を比較器で
比較し、値が一致した場合に、比較器は信号を端末台数監視回路141に出力することで、
例えばネットワークに参加している端末局が10台以上になった場合に、ある一定期間、パ
ケットの転送元と転送先の情報を含む監視を行う。この監視によって、もっともデータ量
の多い端末局STAを特定し、その端末局STAに対してダイレクトリンク（DL）開始依頼を行
うことができる。
(実施例５)
【００５６】
　図１２は、実施例５の制御局AP150の機能構成を示すブロック図である。IEEE802.11eで
は、新たに同期伝送方式（HCCA：HCF (Hybrid Coordination Function) Controlled Chan
nel Access）がサポートされている。一般的に、同期伝送する端末局STAは、使用するデ
ータ量分の帯域を確保する依頼パケットを制御局AP150に対して送信していて帯域を確保
し、データ伝送を開始する。
【００５７】
　制御局AP150は、帯域監視回路10Dを有しており、この帯域監視回路10Cは、残り帯域検
出回路153により残り帯域を検出し、残り帯域が少なくなった場合（例えば残り20％）に
、残り帯域監視回路151により、一番多く帯域を確保している端末局STAに対して、ダイレ
クトリンク（DL）開始依頼を行う。この方法では、パケット転送を監視する必要が無く、
処理が低く抑えられる。
【産業上の利用可能性】
【００５８】
　本発明は、IEEE802.11eに準拠した無線LAN対応の製品において、スループットの余裕が
少ない場合でも、無線環境において帯域を有効活用してトラフィックを改善し、通信品質
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【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の実施形態における制御局APの機能構成を示すブロック図
【図２】本発明の実施形態における端末局STAの機能構成を示すブロック図
【図３】本実施形態の制御局APにおけるプロセッサとパケット送受信回路の動作を示すフ
ローチャート
【図４】本実施形態の制御局APにおける帯域監視回路の動作を示すフローチャート
【図５】本実施形態におけるDL依頼APパケット伝送のフローチャート
【図６】本実施形態におけるダイレクトリンク（DL）手順
【図７】ダイレクトリンク（DL）プロトコルのパケットフォーマット
【図８】ダイレクトリンク（DL）プロトコルのパケットフォーマット
【図９】実施例２における制御局APの機能構成を示すブロック図
【図１０】実施例３における制御局APの機能構成を示すブロック図
【図１１】実施例４における制御局APの機能構成を示すブロック図
【図１２】実施例５における制御局APの機能構成を示すブロック図
【図１３】従来の制御局APの機能構成を示すブロック図
【図１４】従来の端末局STAの機能構成を示すブロック図
【図１５】IEEE802.11eのダイレクトリンク（DL）手順
【符号の説明】
【００６０】
　１０　帯域監視回路
　１１　パケット転送量判定回路
　１２　期間計数回路（タイマー）
　１３　パケット転送量記憶回路
　２０，６０　プロセッサ
　２１　DL依頼APパケット生成部
　２２，６３　パケット解析部
　２３，６４　通常DLプロトコル処理部
　３０，７０　パケット送受信回路
　４０，８０　パケット入力
　５０，９０　パケット出力
　６１　DL依頼APパケット受信・処理部
　６２　通常DLプロトコル起床部
　１００，１２０，１３０，１４０，１５０，３００　制御局AP
　１２１　データ転送量監視回路
　１２３　データ転送量加算回路
　１３１　通信エラー数監視回路
　１３３　通信エラー数加算回路
　１４１　端末台数監視回路
　１４３　端末台数検出回路
　１５１　残り帯域監視回路
　１５３　残り帯域検出回路
　２０１，２０２，４０１，４０２　端末局STA
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